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編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の

方
は
、
議
会
開
催
日
に
本

庁
舎
２
階
の
議
会
事
務
局

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
の
委
員
で

「
議
会
だ
よ
り
」
研
修
へ
参
加
し
ま
し
た
。講
師

の
先
生
に
、
様
々
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
本
号

か
ら
一
般
質
問
に
お
い
て
、
質
問
者
の
氏
名
に

ふ
り
が
な
を
つ
け
、
タ
イ
ト
ル
も
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
に
変
更
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、
少
し
ず
つ
読
み
や
す
い
紙
面

に
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
８
月
16
日
に
「
江
の
川
祭
」
が
開
催
さ

れ
、
お
よ
そ
７
０
２
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩

り
ま
し
た
。こ
れ
は
、
市
政
施
行
70
周
年
・
江
津

市
合
併
20
周
年
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

議
員
ク
ラ
ブ
と
し
て
、14
人
が
江
津
市
音
頭
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。11
月
に
は
「
桜
江
い

き
い
き
祭
り
」や「
ご
う
つ
秋
ま
つ
り
」な
ど
が
開

催
さ
れ
ま
す
。皆
さ
ま
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
も
一
緒
に
江
津
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
渡
辺
　
信
明
）

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ

2024.11
No.161 明るく強く和やかな桜江中学校生（9/9撮影）

未稿

請
願
・
陳
情
締
切
／
11
月
22
日
正
午
ま
で

次
回
12
月
定
例
会 

　8月1日、市議会議長会議員研修会へ参加し
ました。
　高齢者医療のあり方について、検査の数値を現
役世代と同じ目標にするのではなく、ある程度太っ
ているくらいが病気になったときのリスク回避につ
ながるとされ、たくさん薬を飲ませて「あれはダメ、こ
れもダメ」ではなく、やりたいことできるようにするこ
とが、生活の質を向上させ医療費抑制につながる
との講演でした。

県内の市議会議員が集う
　8月22日、島根県市町村議会広報研修会を市議
会だより編集特別委員会の委員で参加しました。
　本市以外にも4市9町が参加し、各市町の議会広
報について講評をいただきました。
　その講評を受け、変更できるところから、第１６１号
では変更しています。具体的には、一般質問の質問者
に「ふりがな」をつけ、見出しをやわらかくしています。
　ご要望がありましたら最終ページの議会事務局ま
で連絡をお願いします。

議会だより研修を受けて

※開始時間は予定です。

情報交換会
9:30～

本会議
（一般質問）

委員会
（総務民生）

10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～ 9:30～

委員会
（建設経済）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

本会議

10:00～

議員連絡会

9:30～

11/24 25 26 27 28 29 30

12/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

日 月 火 水 木 金 土

本会議
14:00～

委員会
（議会運営）
9:30～

委員会
（議会運営）
15:00～

全員協議会
9:30～
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あ
な
た
の
声
が

『
ま
ち
』を
動
か
す

本
年
５
月
11
日
か
ら
22
日

に
か
け
て
市
内
全
域
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、議
会

報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

約
２
０
０
人
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
が
あ
り
、ご
意
見

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
方
法
で
、

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
と
語
る
会

市
長
へ
申
し
入
れ
ま
し
た

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

で
と
り
ま
と
め
、９
月
30
日
に
議
長
と
正
副

委
員
長
が
市
長
へ
申
し
入
れ
ま
し
た
。

回
答
に
つ
い
て

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
な

ど
に
よ
り
公
表

し
ま
す
。

高齢者のために
相乗りタクシーの
利便性向上を

長  谷
人口減少が止ま
らないが、対策の
検討は

市  山

旧川戸駅裏への
集合住宅建設計画
はどうなったのか

川  戸
救急医療では担
当医の不在が多
く、心細い

谷住郷

三江線廃止のた
め以前要望した
市道建設再考を

川  越
空き家に家財が
あり、移住希望
者が来られない

波  積

聖地巡礼（赤瓦）
と検索すると黒
松が。活用を

黒  松
江津東小と江東
中では部活がで
きない

都  治

風力発電の音・
周波数など設置
企業に対策を

浅  利
工業団地企業の
ためにも国道261
号の整備を

松  平

空き家や通学路
の塀の補助金増
額を

渡  津
民生委員の担い
手が高齢化して
いる

郷  田

避難所の開錠の
取り決めや責任
体制を明確に

嘉久志
老朽化が進む和木
コミセンの建て替
えを

和  木

公衆浴場は限界、
観光時期の混雑
解消を

有福温泉
共同墓地への進
入路の側溝に蓋
設置を

波  子

市全体で旧跡市
小の利活用の検
討を

跡  市
野犬対策はして
もらったが野良
猫対策も

敬  川

公園の立ち木や
トイレの管理をし
てほしい

都野津
青陵中への通学
路である歩道の
拡張を

二  宮

掲載されているご意見は一部を抜粋したものです

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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都野津畑地灌漑水路撤去

1349万円
灌漑用水路撤去工事に伴う工損事前調査およ
び撤去工事。

ベイビーボックスプレゼント

724万円
ベイビーボックスをプレゼントすることで、子育
て世帯との接点拡充および経済的支援を図る。

プレゼントの感想は。問
「初めての妊娠が江津で良かった」「我が子が
歓迎されていると感じた」「デジタルギフトは
自分で欲しいものを選ぶことができ楽しい」
などがあった。

答

委員質疑

新型コロナウイルス感染症への対応や、物価高騰対策を講じつつ、
重要課題である人口減少対策の推進に重点を置き編成した令和
５年度の執行状況を審査。

令和5年度　一般会計・特別会計の決算状況
会計名 歳入総額 歳出総額

一般会計

特
別
会
計

国民健康保険事業
国民健康保険診療所事業
後期高齢者医療事業

179億1336万円

30億6970万円
128万円

8億6519万円

172億1061万円

30億4487万円
128万円

8億5562万円

収入総額　　　  支出総額
収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

水道事業会計の決算状況

8億6538万円

3億8527万円

7億8618万円

6億4605万円

収入総額　　　  支出総額
収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

下水道事業会計の決算状況

8億9989万円

9億1274万円

8億4102万円

8億4362万円

（委員長／坂手洋介　副委員長／森元健二　委員／議長・監査委員を除く全議員）

都市再生整備計画

3億6993万円
中心市街地づくりとして市営住宅西玉江団地の
新築工事。

障がい者対応の駐車場の雨除けが整備されて
いない理由は。

問
車椅子対応住宅ではないため。答

委員質疑

通学路整備

1億3571万円
「江津市通学路交通安全プログラム」により、安
全確保のため対策を実施する。

整備の進捗状況は。問
令和4年度末時点で要対策箇所（土木建設課
分）は23カ所あり令和５年度に7カ所完了。

答

委員質疑
都野津町 嘉久志町

DX推進

1490万円
「スマートシティ江津推進構想」に基づき、標準化
システム移行への調査を行った。また、窓口業務の
実証実験を行った。

窓口業務を含め、市民の利便性が向上した具
体例はあるか。

問
電子申請作成ツールは職員の各種事務作業へ
の利用が多いが、予約やアンケート調査に使え
るため市民の来庁や電話の手間を省くことに
つながっている。

答

委員質疑

新型コロナ感染症対策

2279万円
物価高騰・エネルギーコスト削減対策補助事業。

支援への事業者からの評価は。問
特に収集はしていないが、不評はなかった。答

委員質疑

①エネルギーコスト削減対策補助金
②高圧電気料給付金  　
③信用保証料補助金

・・・ 620万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1410万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 220万円

災害関連緊急治山事業

2046万円
令和3年8月の台風被害による市山地区船坂峠
山腹災害復旧工事。（繰越事業）

ふなさかとうげ

子ども・若者総合相談窓口

750万円
青少年を取り巻く環境に対応する総合的支援窓
口につなげる。また、自分のペースに合わせて自
由に過ごす居場所を確保する。

自由に過ごせる居場所「ときまち」の利用状
況は。

問
定期的なイベントなどもあり、毎回同じ人が利用
するとは限らないため利用にばらつきがある。

答

委員質疑

＼ 皆さまの税金はこのように使われました ／

令和5年度決算認定
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委員質疑

新型コロナ感染症対策

2279万円
物価高騰・エネルギーコスト削減対策補助事業。

支援への事業者からの評価は。問
特に収集はしていないが、不評はなかった。答

委員質疑

①エネルギーコスト削減対策補助金
②高圧電気料給付金  　
③信用保証料補助金

・・・ 620万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1410万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 220万円

災害関連緊急治山事業

2046万円
令和3年8月の台風被害による市山地区船坂峠
山腹災害復旧工事。（繰越事業）

ふなさかとうげ

子ども・若者総合相談窓口

750万円
青少年を取り巻く環境に対応する総合的支援窓
口につなげる。また、自分のペースに合わせて自
由に過ごす居場所を確保する。

自由に過ごせる居場所「ときまち」の利用状
況は。

問
定期的なイベントなどもあり、毎回同じ人が利用
するとは限らないため利用にばらつきがある。

答

委員質疑

＼ 皆さまの税金はこのように使われました ／

令和5年度決算認定
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定額減税調整給付金

4400万円
定額減税実施に伴う定額減税調整給付金の不足分。

公共土木施設災害復旧

3027万円
災害復旧に伴う測量設計業務委託料や復旧工事
費など。訪問介護事業の基本報酬引き下げを撤回し、移動時間などに応じた引き上げを行うとともに、

国庫負担割合の引き上げで財源を確保し、介護労働者の大幅な処遇改善ができるよう介護報
酬全体を引き上げる再改定を早期実施を政府へ求めるもの

●訪問介護の基本報酬引き下げ撤回等と、介護報酬引き上
げの再改定を早急に行うことを求める意見書提出（請願）

令和７年度の政府予算・地方財政の検討に
あたり、賃上げ基調に相応する人件費の確
保まで含めた地方財源の実現を政府へ求め
るもの

臨時財政対策債に頼らないとなっているが、
すでに頼っていないのではないか。

問
年々、減少はしているが、令和５年度も臨時
財政対策債は発行している。

答

委
員
質
疑

●地方財政の充実・強化を求める意見書提出（請願）

総務民生委員会

市内の消費行動を下支えし、経済活動を活
性化させるため「ごうつ地域応援券」第４回
目の早期実施を求めるもの

令和６年度の交付金などの財源はどうなって
いるか。

問
令和６年度は、第３回ごうつ地域応援券ま
でで活用した財源はない。

答

委
員
質
疑

●「ごうつ地域応援券」第４回目の実施（陳情）

小学生から18歳までの医療費の無償化お
よび紙の健康保険証廃止に伴い、保険証提
示に代わる手続きについて改正するもの

無償化で年間どれくらいの支出増になるのか。問
700万～800万円の増になるので、総額
1500万円の支出を見込んでいる。

答
委
員
質
疑

●子ども医療費助成条例（一部改正）

建設経済委員会

可決

予算額 3億7579万円（補正後総額181億4916万円）

令和6年度  一般会計補正予算（第3号）

地域公共交通に関する事業、救急医療体制を整備するものな
どを計上。 また、令和6年4月の定期人事異動に伴う職員人件
費の調整、令和5年度決算に伴う前年度繰越金および国県補
助金返還金についても計上。

地域公共交通推進

AIオンデマンド交通構築に向けた調査研究および
実証実験。

1225万円

救急医療ICTネットワーク整備

4668万円

住宅管理

2400万円

市営住宅嘉戸団地解体工事

新型コロナウイルス予防接種

江津市に住民票があり、接種日時点で65歳以上
の人、または厚生労働省令で定める疾病のある60
歳から64歳の人へ補助。

7581万円

承認承認

予算額 8488万円(補正後総額177億7336万円)

令和6年度  一般会計補正予算（第2号）
7月19日　専決処分

6月実施の定額減税実施に伴う定額減税調整給付金の不足分
と、7月に発生した大雨災害による一般会計の補正。

医療情報コミュニケーションアプリ・サーバー・
端末などを配備し、各機関同士で連携する仕組
みの構築。
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９月定例会最終日の26日、議員７人により
「議長不信任案」および「副議長不信任案」
が提出されました。
反対討論および賛成討論がなされ、採決の
結果、否決されました。
本議会は、今後も引き続き、現体制で議会
運営を進めていくことになりました。

6月25日、議長に対し「議長による議員の発言内容の制限については規則に従い実施すること」「速やかに
地域医療対策特別委員会の委員を選任すること」「地域医療対策特別委員会の議事の整理・秩序保持に
関して仲裁すること」の３項目の申し入れがなされた。９月までのやり取りを通じ、一部進展もあったものの
地域医療対策特別委員会については進展が見られなかった。議長としての調整能力や中立公正性が欠如
し、適切な議会運営ができていないことから信任しない。

議長不信任提案理由（要旨）

令和５年11月に開催された、副議長自ら委員長を務める地域医療対策特別委員会協議会において「事前
質疑に対する回答（委員長、執行部、済生会江津総合病院より）」と題した資料が配布された。この回答内
容について、市議会一般質問で江津市や済生会江津総合病院両者とも把握していないと答弁があった。
その後、回答は委員長がすべて記載したものであると判明し、委員から回答の整理を申し出たが対応がな
かった。虚偽を記載したことへの謝罪と整理がなく、議会の混乱を招いたことから信任しない。

副議長不信任提案理由（要旨）

議長は令和４年６月に就任されて以来、議会の運営や市議会
の代表として様々な会議に出席し、役割を十分に果たしている。
いつも穏やかに対応され、申し入れ書提出の際にも丁寧に対
応し、その都度、文書で回答し、不信任決議案の内容について
は当てはまらないと考え、また、これから議員定数や報酬の審
査などを議長のもとですみやかに進めていく必要があると考え
反対。

反対 河野 正行

特別委員会の事前質疑回答は、本市および済生会病院も把
握したものでなく、虚偽の公文書は重大な問題。また、議長とし
て委員選任の責務を果たさず調整を怠った。さらに、議員の発
言を注意せず禁止することが度々あった。問題の事前質疑回
答は「誤解される可能性があり、議長の指導で取り消す」との発
言は、虚偽の公文書を作成した責任、反省、再発防止もなく「数
の力」で「うわべを取り繕う」整理がなされ、適切な指導もできて
いない。議長は、党派や会派に関わらず中立公平が求められる
ができておらず、不信任に値すると考え賛成。

賛成 植田 好雄
否決

議長は、副議長による公文書捏造について、責任の所在を明ら
かにしないまま、所属会派の数の力で問題の文書を取り消させ
た。また、特別委員会の委員選任では、所属会派の都合を優先
し、他会派との調整もせず強引に決定した。加えて、規則に則ら
ず議員の質問を止めたりもしている。調整能力や中立公正性
が欠如し、論理的な説明もできない議長の下では、本来あるべ
き議会運営は困難であり、不信任決議案を可決すべきであり
賛成。

賛成 多田 伸治

副議長は令和４年６月に就任され、議長の代理や諸会議への
出席などに積極的に務められ、副議長不信任決議案の特別委
員会の問題についても、委員長として済生会江津総合病院が
より良い病院になってもらいたいという気持ちからのものであ
り、本市初の女性副議長として、女性の感性をより発揮できる市
議会をめざし、頑張っていただきたいため反対。

反対 河野 正行

今回の決議案の意義は、いち早く正常な議会運営に戻すよう求める
もの。問題の本質は、副議長がルールを逸脱していることを認識せ
ず、誤りが明らかになっても放置し、指摘を受けてもなお応じない対
応。議会は、多様な意見を出し合い議論することで市民の福祉を向
上させることを追求する合議制機関であり、その実現には、まずもっ
て議会のルールを守る正常な議会運営が前提となる。しかし、副議
長は今も自己正当化し誤りを認めない。このことは議会の根幹を揺
るがす危険な状況であり、市民の大きな不利益になるため賛成。

賛成 植田 圭介
否決

副議長が委員長として特別委員会へ提示した文書は、市執行
部の答弁から、捏造された公文書なのは明らか。しかも、他の議
員の申し入れを受けた議長による指導まで問題意識がなく「誤
解を招く文書」と読む者に責任を負わせて捏造への謝罪もせず、
所属会派の数の力で文書を取り消したが、捏造の経緯の説明も
なし。そのような議員に副議長の重責を担わせるべきではなく、
本人が辞任しないなら、本決議案を可決すべきであり賛成。

賛成 多田 伸治

「議長・副議長不信任案」提出

本会議 における 賛成・反対意見
「ごうつ地域応援券」第４回目の実施に関する陳情陳情第2号

ごうつ地域応援券についてはこれまで3回実施されてきた。これま
での3回は効果的であったという意見もあり、施策の選択肢とし
ては理解できる。しかし、これまでと同様に「地域応援券」を配る
のならば予算として1億2000万円以上かかり、財源の確保の見
通しが立たないまま無責任に賛成することはできない。今後の国
の物価高騰対策などの動向を注視し、幅広い視野を持ちながら、
効果的な施策を実施していただきたいことを申し添えて反対。

反対 坂手 洋介
陳情書は、市内経済の活性化のため4回目の「ごうつ地域応援
券」実施を求めるもの。江津民主商工会が6月に実施した市内
事業者への調査では、原材料の仕入れ価格が前年比で2～3割
上昇する一方で、価格転嫁はできていない状況にあり、令和5年
度の廃業数は24件に上る。地域経済の担い手である中小零細
事業者の事業継続が危ぶまれており、「応援券」の財源となる国
の財政支援も見込めるため陳情に賛成。 

賛成 森川 佳英
否決

福祉医療費助成条例（一部改正）　議案第40号

条例案は、紙の保険証が廃止になるため、福祉医療助成を受
ける際に提示する医療証を、マイナ保険証へ切り替えるもの。
全国保険医団体連合会の調査では、2024年5月以降のマイナ
保険証のトラブルは全国７１３４の医療機関に上り、医療機関
の9割が紙の保険証廃止の延期や中止を求めている。国民の
医療を受ける権利を阻害する紙の保険証廃止に迎合すべきで
ないため反対。

反対 多田 伸治
この条例改正は、令和６年12月2日より、医療保険に係る健康保険証
が廃止され、マイナンバーカードと一体化されることに伴い、健康保険
証の提示に代えて、オンライン資格確認などにより対応することができ
るようにするもの。マイナンバーカードの健康保険証利用によるメリット
として、医療機関を受診した際に、自身の薬の履歴や過去の特定健
診の情報などの提供に同意すると、医師からデータに基づくより良い
医療を受けられる。今回の改定では、医療証の選択の幅を拡大する
もので、今後のデジタル化の推進上必要な改定であり賛成。

賛成 下谷 忠広
可決

申し入れの中に特別委員の選任があるが、議長の思いは議員
の合意の元に、意欲を持って取り組む方の選任を行うことを目
的として、各所へ調整を図られ、今議会において、選任されて
いる。
特別委員会の議事の運営および資料の取り扱いについては
関係者に対し話し合いを行い、委員長に対し、適切に助言・指
導を行っていると認識しており議長の職務に関して適切に対
応されているため反対。

反対 坂手 洋介

まず、副議長の職務と委員長の職務を混同することなく適切な
判断をする必要があると考える。
次に、副議長の職務に対し特段の問題があるとは思えず、現在
も副議長の職務を十分に果たしていると考える。
また、不信任決議案にある委員長として不十分だとされること
については、議長による助言・指導を踏まえ適切に対応されて
いることから反対。

反対 坂手 洋介
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令和５年11月に開催された、副議長自ら委員長を務める地域医療対策特別委員会協議会において「事前
質疑に対する回答（委員長、執行部、済生会江津総合病院より）」と題した資料が配布された。この回答内
容について、市議会一般質問で江津市や済生会江津総合病院両者とも把握していないと答弁があった。
その後、回答は委員長がすべて記載したものであると判明し、委員から回答の整理を申し出たが対応がな
かった。虚偽を記載したことへの謝罪と整理がなく、議会の混乱を招いたことから信任しない。

副議長不信任提案理由（要旨）

議長は令和４年６月に就任されて以来、議会の運営や市議会
の代表として様々な会議に出席し、役割を十分に果たしている。
いつも穏やかに対応され、申し入れ書提出の際にも丁寧に対
応し、その都度、文書で回答し、不信任決議案の内容について
は当てはまらないと考え、また、これから議員定数や報酬の審
査などを議長のもとですみやかに進めていく必要があると考え
反対。

反対 河野 正行

特別委員会の事前質疑回答は、本市および済生会病院も把
握したものでなく、虚偽の公文書は重大な問題。また、議長とし
て委員選任の責務を果たさず調整を怠った。さらに、議員の発
言を注意せず禁止することが度々あった。問題の事前質疑回
答は「誤解される可能性があり、議長の指導で取り消す」との発
言は、虚偽の公文書を作成した責任、反省、再発防止もなく「数
の力」で「うわべを取り繕う」整理がなされ、適切な指導もできて
いない。議長は、党派や会派に関わらず中立公平が求められる
ができておらず、不信任に値すると考え賛成。

賛成 植田 好雄
否決

議長は、副議長による公文書捏造について、責任の所在を明ら
かにしないまま、所属会派の数の力で問題の文書を取り消させ
た。また、特別委員会の委員選任では、所属会派の都合を優先
し、他会派との調整もせず強引に決定した。加えて、規則に則ら
ず議員の質問を止めたりもしている。調整能力や中立公正性
が欠如し、論理的な説明もできない議長の下では、本来あるべ
き議会運営は困難であり、不信任決議案を可決すべきであり
賛成。

賛成 多田 伸治

副議長は令和４年６月に就任され、議長の代理や諸会議への
出席などに積極的に務められ、副議長不信任決議案の特別委
員会の問題についても、委員長として済生会江津総合病院が
より良い病院になってもらいたいという気持ちからのものであ
り、本市初の女性副議長として、女性の感性をより発揮できる市
議会をめざし、頑張っていただきたいため反対。

反対 河野 正行

今回の決議案の意義は、いち早く正常な議会運営に戻すよう求める
もの。問題の本質は、副議長がルールを逸脱していることを認識せ
ず、誤りが明らかになっても放置し、指摘を受けてもなお応じない対
応。議会は、多様な意見を出し合い議論することで市民の福祉を向
上させることを追求する合議制機関であり、その実現には、まずもっ
て議会のルールを守る正常な議会運営が前提となる。しかし、副議
長は今も自己正当化し誤りを認めない。このことは議会の根幹を揺
るがす危険な状況であり、市民の大きな不利益になるため賛成。

賛成 植田 圭介
否決

副議長が委員長として特別委員会へ提示した文書は、市執行
部の答弁から、捏造された公文書なのは明らか。しかも、他の議
員の申し入れを受けた議長による指導まで問題意識がなく「誤
解を招く文書」と読む者に責任を負わせて捏造への謝罪もせず、
所属会派の数の力で文書を取り消したが、捏造の経緯の説明も
なし。そのような議員に副議長の重責を担わせるべきではなく、
本人が辞任しないなら、本決議案を可決すべきであり賛成。

賛成 多田 伸治

「議長・副議長不信任案」提出

本会議 における 賛成・反対意見
「ごうつ地域応援券」第４回目の実施に関する陳情陳情第2号

ごうつ地域応援券についてはこれまで3回実施されてきた。これま
での3回は効果的であったという意見もあり、施策の選択肢とし
ては理解できる。しかし、これまでと同様に「地域応援券」を配る
のならば予算として1億2000万円以上かかり、財源の確保の見
通しが立たないまま無責任に賛成することはできない。今後の国
の物価高騰対策などの動向を注視し、幅広い視野を持ちながら、
効果的な施策を実施していただきたいことを申し添えて反対。

反対 坂手 洋介
陳情書は、市内経済の活性化のため4回目の「ごうつ地域応援
券」実施を求めるもの。江津民主商工会が6月に実施した市内
事業者への調査では、原材料の仕入れ価格が前年比で2～3割
上昇する一方で、価格転嫁はできていない状況にあり、令和5年
度の廃業数は24件に上る。地域経済の担い手である中小零細
事業者の事業継続が危ぶまれており、「応援券」の財源となる国
の財政支援も見込めるため陳情に賛成。 

賛成 森川 佳英
否決

福祉医療費助成条例（一部改正）　議案第40号

条例案は、紙の保険証が廃止になるため、福祉医療助成を受
ける際に提示する医療証を、マイナ保険証へ切り替えるもの。
全国保険医団体連合会の調査では、2024年5月以降のマイナ
保険証のトラブルは全国７１３４の医療機関に上り、医療機関
の9割が紙の保険証廃止の延期や中止を求めている。国民の
医療を受ける権利を阻害する紙の保険証廃止に迎合すべきで
ないため反対。

反対 多田 伸治
この条例改正は、令和６年12月2日より、医療保険に係る健康保険証
が廃止され、マイナンバーカードと一体化されることに伴い、健康保険
証の提示に代えて、オンライン資格確認などにより対応することができ
るようにするもの。マイナンバーカードの健康保険証利用によるメリット
として、医療機関を受診した際に、自身の薬の履歴や過去の特定健
診の情報などの提供に同意すると、医師からデータに基づくより良い
医療を受けられる。今回の改定では、医療証の選択の幅を拡大する
もので、今後のデジタル化の推進上必要な改定であり賛成。

賛成 下谷 忠広
可決

申し入れの中に特別委員の選任があるが、議長の思いは議員
の合意の元に、意欲を持って取り組む方の選任を行うことを目
的として、各所へ調整を図られ、今議会において、選任されて
いる。
特別委員会の議事の運営および資料の取り扱いについては
関係者に対し話し合いを行い、委員長に対し、適切に助言・指
導を行っていると認識しており議長の職務に関して適切に対
応されているため反対。

反対 坂手 洋介

まず、副議長の職務と委員長の職務を混同することなく適切な
判断をする必要があると考える。
次に、副議長の職務に対し特段の問題があるとは思えず、現在
も副議長の職務を十分に果たしていると考える。
また、不信任決議案にある委員長として不十分だとされること
については、議長による助言・指導を踏まえ適切に対応されて
いることから反対。

反対 坂手 洋介
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国民健康保険条例（一部改正）議案第42号

条例案は、紙の保険証を廃止し、マイナ保険証へ移行させるもの。マ
イナ保険証への移行は、国民の医療を受ける権利を阻害し、医療機
関にも手間や時間などの負担をかける。本市の国民健康保険のマ
イナ保険証でも、全国と同様のトラブルが発生しており、紙の保険証
の廃止は「住民の福祉の増進」に寄与しない。一番身近な行政とし
て住民を守る上で、紙の保険証は廃止すべきではないため反対。

反対 多田 伸治
本条例は、現在、６カ月以内となっている徴収猶予の期間を、急患
などとして、保険医療機関または保険薬局を受診した被保険者に
係る保険料の納付については、資力の活用が可能となるまでの期
間として最長１年に限り、徴収猶予を可能とするもの、また、令和６
年12月2日施行の「国民健康保険法」の改正に伴い、罰則の記載
内容を改正するものであり、必要なものであることから賛成。

賛成 渡辺 信明
可決

島根県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議　議案第46号

後期高齢者医療被保険者証を紙からマイナ保険証へ変更するも
の。被保険者は高齢者であり、施設入所している場合は、施設管理
者がマイナ保険証を預かることになるが、管理・使用の手間が増え、
情報漏洩があった場合は処罰もされるため、全国保険医団体連合
会の調査では、入所者の健康管理ができなくなると94％の施設が回
答している。介護施設にも困難を押し付ける変更であるため反対。

反対 多田 伸治
この議案は、令和６年12月2日に変更されるマイナンバーカードと
健康保険証の一体化に伴う規約の変更で必要なので賛成。

賛成 河野 正行
可決

今回の条例改正では、今まで一部自己負担のあった医療費が無
償化されることから、保護者の経済的負担が軽減され、子どもの
健全な育成および安心して子どもを産み育てることができる環境
づくりに向けさらに推進される。また、保険証の提示に代えてオンラ
イン資格確認などにより対応することは、国の政策で保険証がマイ
ナンバーカードに一体化されることに伴い実施するもので、サービ
スをスムーズに受けられるためにも必要な対応となるため賛成。

賛成 植田 圭介

 子ども医療費助成条例（一部改正）議案第41号

本条例は、医療費の一部負担を廃止し、無償化するもの。これは島
根県が子ども医療費助成の対象を広げることに伴い、江津市にお
いてもさらなる助成拡大ができたと考える。子育て世帯の負担軽減
に対し、持続可能な財源確保を伴ったこの施策は歓迎すべきもの
であり、反対する理由はない。合わせて令和6年12月2日をもって医
療保険にかかる健康保険証の新規・再発行が終了しマイナンバー
カードと一体化されることに伴い所要の改正を行うものであり賛成。

賛成 坂手 洋介

条例案は、令和7年4月より18歳までの医療費負担を無償にするもので、その点には長年実施を求めてきた共産党市議団として諸手を
挙げて賛成だが、同時に紙の保険証を廃止して、マイナ保険証へ切り替える内容も含まれる。マイナ保険証では、窓口負担が10割とな
るトラブルも生じており、無償化が意味をなさなくなる可能性もあるため、紙の保険証廃止の部分を削除すべきであり反対。

多田 伸治反対
可決

令和６年度 国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）議案第48号

本市では、令和6年度の国保料を値上げしており、予算案はそれ
を具体化したもの。国保料の値上げは、低収入世帯や高齢者へ
の負担増となり、生活を困難にさせる。実際、国保料の滞納世帯
は年々増加している。本来は、国からの国保財政への支援を増や
すこと、病気予防による医療給付費の抑制で国保料の負担軽減
を図ることが求められる。国保料値上げを含む予算案には反対。

反対 森川 佳英
執行部からの補正予算の提案理由は「本算定による保険料の
見直しや 財政調整基金からの繰入金と 前年度繰越金の計上、
職員人件費の調整など」だった。これらはいずれも、本市にとって
必要な経費であるため賛成。

賛成 坂田 優美
可決

令和６年度 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）議案第50号

後期高齢者医療でも、紙の保険証が廃止され、マイナ保険証へ移
行する。マイナ保険証には多くの高齢者が不安を感じており、マイ
ナンバーカードのない人も少なくない。高齢者の貧困が問題となる
状況で、保険料滞納者に発行される短期保険証が廃止され、滞納
者は特別な事情がない限り、窓口で医療費を全額負担することに
なる。住民を医療から遠ざける内容が含まれるため反対。

反対 森川 佳英
令和5年度の療養給付費負担金の精算における島根県後期高
齢者医療広域連合からの返還金の計上やそれに伴う一般会計
繰入金の減額、前年度繰越金の計上、そして、職員人件費の調
整および広域連合納付金の増額などが主なものであり、事務を
行う上で必要であり賛成。

賛成 森元 健二
可決令和５年度 下水道会計決算認定第6号

財政的に「余裕がない」とされる一般会計から2億5594万円も繰
り入れて、2億8695万円もの下水道管の整備を行い、新規接続は
過去5年で最小の47件に過ぎず、279万円の補助金で23基を整
備した合併処理浄化槽と比較して非効率的。その下水道管整備
は令和8年度まで続けるとされているが、無駄な公共事業であり、
企業会計となっても経営改善が図られないため決算認定に反対。

反対 多田 伸治
令和５年度については、地方公営企業法適用後、最初の決算で
あり、このことにより本市の下水道事業の経営の「見える化」が図
られている。審査においても、予算は適正に執行されていると判
断し認定することに賛成。

賛成 森元 健二
認定

特別委員会の設置（県立高校再編に関する特別委員会）議案第53号

県立高校の諸問題については、総務民生委員会が所管している。
島根県が決定した江津高校と江津工業高校の統合についても総
務民生委員会で十分対応できると考える。
総務民生委員会以外の所管についても、会議規則で「委員会は
審査または調査のため必要があると認めるときは、分科会または
小委員会を設けることができる」と規定されており、対応は十分可
能と考え反対。

反対 河野 正行
市内県立高校の再編は、本市のまちづくりに大きく関わることから、
その調査研究をするため提案されるもの。議会は、市民の多様な意
見や専門的知見を政策に反映させることができる。県立高校再編と
いう大きな機会に対して、議会としての機能を最大限に発揮し、市民
に開かれた議会の実現および市民参加のまちづくりを推進するため
に、常任委員会の所管を越えて、特定の課題を集中的に審議するこ
とができる特別委員会の設置が最善の手段であると考え賛成。

賛成 植田 圭介
否決

令和５年度 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定第2号

被保険者世帯の72.4％が保険料軽減を受けており、被保険者
の経済的窮状が表れているが、そういった貧困世帯について状
況を把握しておらず、行政として福祉の精神に欠ける。また、病気
予防のがん検診受診率は令和4年度比で軒並み低下しており、
保険給付費抑制の取り組みが不十分で、結果として令和6年度
の保険料値上げにつながったため決算認定には反対。

反対 多田 伸治
給付などの事務や、健康づくりのための事業、委託事業では江津
健康ダイヤルなどがあり、啓発活動で各種リーフレットなどを使
用、検診事業では、受診率を上げる努力もきめこまやかに行っ
た。受診率は個別に受診している方もおり、カウントできず数字と
して反映されないが、企業に対しても職域保健部会など機会ある
ごとに健康について啓発活動をされたので賛成。

賛成 鍛治 恵巳子
認定

令和５年度 後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定第4号

後期高齢者医療事業では、被保険者の68.6％が保険料軽減の
対象で、深刻な高齢者の貧困が続いているが、その状況を把握
できるにも関わらず、相談がなければ対応しないという冷淡な態
度となっている。また、令和6年度に保険料が値上げされたが、市
内の高齢者の現状を踏まえて、保険者である島根県後期高齢
者医療広域連合へ対応を求めることをしていない。住民に一番
近い行政としての責任を果たしていないため決算認定に反対。

反対 森川 佳英
本市の後期高齢者医療事業は島根県後期高齢者医療広域連
合が運営主体となり、本市は窓口業務を担当するなど役割分担し
ている。令和4年度と比較して大幅な差異がある経費は、総務管
理費の委託料で後期高齢者医療市町村システムの更新・保守な
どの経費で当初予算から計画されていたものであり、おおむね予
算通りの歳入・歳出となっている。また、均等割軽減についても
3401人に対応するなど、適正に執行されていることから賛成。

賛成 渡辺 信明
認定

令和５年度 一般会計歳入歳出決算認定第１号

令和５年度の一般会計は、新型コロナウイルス感染症への対応や物価高騰対策を講じつつ、本市の最重要課題である人口減少対策
を推進するための施策をはじめ、地域医療対策や「スマートシティ江津推進構想」に基づくDXの推進に重点を置き編成をされたもの。
決算審査では、現地調査や資料での説明を受け、それぞれの事業は目的達成のため、いずれも適切に執行されたので賛成。

寺前 克宏賛成

総額190億円の決算だが、不用額が6億5066万円に上り、監査
委員からも指摘があるように、適正かつ効率的な執行が求めら
れる。また、基金は60億6640万円で、6億483万円の黒字であ
り、貧困世帯や子育て世帯・高齢者などの住民サービスや市内
経済・農業の振興へ行き渡らせるべきだった。行政サービスを向
上させる必要があったため決算認定に反対。

反対 森川 佳英
貧困世帯の状況を把握しておらず、「福祉の増進」への認識が希薄。
生活交通での取り組みが不十分。民生委員の負担軽減が進んでい
ない。地域医療対策に5億4168万円も投入しているのに、医師・看
護師の離職に歯止めをかけられない。中学生が求める道路照明の
新規設置がない。住宅耐震改修が全く進んでいない。危険空き家対
策は予算が足りていない。6億483万円に上る黒字があるなら、市民
が豊かになる施策へ再配分すべきであり決算認定には反対。 

認定
反対 多田 伸治
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本会議 における 賛成・反対意見 本会議 における 賛成・反対意見

国民健康保険条例（一部改正）議案第42号

条例案は、紙の保険証を廃止し、マイナ保険証へ移行させるもの。マ
イナ保険証への移行は、国民の医療を受ける権利を阻害し、医療機
関にも手間や時間などの負担をかける。本市の国民健康保険のマ
イナ保険証でも、全国と同様のトラブルが発生しており、紙の保険証
の廃止は「住民の福祉の増進」に寄与しない。一番身近な行政とし
て住民を守る上で、紙の保険証は廃止すべきではないため反対。

反対 多田 伸治
本条例は、現在、６カ月以内となっている徴収猶予の期間を、急患
などとして、保険医療機関または保険薬局を受診した被保険者に
係る保険料の納付については、資力の活用が可能となるまでの期
間として最長１年に限り、徴収猶予を可能とするもの、また、令和６
年12月2日施行の「国民健康保険法」の改正に伴い、罰則の記載
内容を改正するものであり、必要なものであることから賛成。

賛成 渡辺 信明
可決

島根県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議　議案第46号

後期高齢者医療被保険者証を紙からマイナ保険証へ変更するも
の。被保険者は高齢者であり、施設入所している場合は、施設管理
者がマイナ保険証を預かることになるが、管理・使用の手間が増え、
情報漏洩があった場合は処罰もされるため、全国保険医団体連合
会の調査では、入所者の健康管理ができなくなると94％の施設が回
答している。介護施設にも困難を押し付ける変更であるため反対。

反対 多田 伸治
この議案は、令和６年12月2日に変更されるマイナンバーカードと
健康保険証の一体化に伴う規約の変更で必要なので賛成。

賛成 河野 正行
可決

今回の条例改正では、今まで一部自己負担のあった医療費が無
償化されることから、保護者の経済的負担が軽減され、子どもの
健全な育成および安心して子どもを産み育てることができる環境
づくりに向けさらに推進される。また、保険証の提示に代えてオンラ
イン資格確認などにより対応することは、国の政策で保険証がマイ
ナンバーカードに一体化されることに伴い実施するもので、サービ
スをスムーズに受けられるためにも必要な対応となるため賛成。

賛成 植田 圭介

 子ども医療費助成条例（一部改正）議案第41号

本条例は、医療費の一部負担を廃止し、無償化するもの。これは島
根県が子ども医療費助成の対象を広げることに伴い、江津市にお
いてもさらなる助成拡大ができたと考える。子育て世帯の負担軽減
に対し、持続可能な財源確保を伴ったこの施策は歓迎すべきもの
であり、反対する理由はない。合わせて令和6年12月2日をもって医
療保険にかかる健康保険証の新規・再発行が終了しマイナンバー
カードと一体化されることに伴い所要の改正を行うものであり賛成。

賛成 坂手 洋介

条例案は、令和7年4月より18歳までの医療費負担を無償にするもので、その点には長年実施を求めてきた共産党市議団として諸手を
挙げて賛成だが、同時に紙の保険証を廃止して、マイナ保険証へ切り替える内容も含まれる。マイナ保険証では、窓口負担が10割とな
るトラブルも生じており、無償化が意味をなさなくなる可能性もあるため、紙の保険証廃止の部分を削除すべきであり反対。

多田 伸治反対
可決

令和６年度 国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）議案第48号

本市では、令和6年度の国保料を値上げしており、予算案はそれ
を具体化したもの。国保料の値上げは、低収入世帯や高齢者へ
の負担増となり、生活を困難にさせる。実際、国保料の滞納世帯
は年々増加している。本来は、国からの国保財政への支援を増や
すこと、病気予防による医療給付費の抑制で国保料の負担軽減
を図ることが求められる。国保料値上げを含む予算案には反対。

反対 森川 佳英
執行部からの補正予算の提案理由は「本算定による保険料の
見直しや 財政調整基金からの繰入金と 前年度繰越金の計上、
職員人件費の調整など」だった。これらはいずれも、本市にとって
必要な経費であるため賛成。

賛成 坂田 優美
可決

令和６年度 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）議案第50号

後期高齢者医療でも、紙の保険証が廃止され、マイナ保険証へ移
行する。マイナ保険証には多くの高齢者が不安を感じており、マイ
ナンバーカードのない人も少なくない。高齢者の貧困が問題となる
状況で、保険料滞納者に発行される短期保険証が廃止され、滞納
者は特別な事情がない限り、窓口で医療費を全額負担することに
なる。住民を医療から遠ざける内容が含まれるため反対。

反対 森川 佳英
令和5年度の療養給付費負担金の精算における島根県後期高
齢者医療広域連合からの返還金の計上やそれに伴う一般会計
繰入金の減額、前年度繰越金の計上、そして、職員人件費の調
整および広域連合納付金の増額などが主なものであり、事務を
行う上で必要であり賛成。

賛成 森元 健二
可決令和５年度 下水道会計決算認定第6号

財政的に「余裕がない」とされる一般会計から2億5594万円も繰
り入れて、2億8695万円もの下水道管の整備を行い、新規接続は
過去5年で最小の47件に過ぎず、279万円の補助金で23基を整
備した合併処理浄化槽と比較して非効率的。その下水道管整備
は令和8年度まで続けるとされているが、無駄な公共事業であり、
企業会計となっても経営改善が図られないため決算認定に反対。

反対 多田 伸治
令和５年度については、地方公営企業法適用後、最初の決算で
あり、このことにより本市の下水道事業の経営の「見える化」が図
られている。審査においても、予算は適正に執行されていると判
断し認定することに賛成。

賛成 森元 健二
認定

特別委員会の設置（県立高校再編に関する特別委員会）議案第53号

県立高校の諸問題については、総務民生委員会が所管している。
島根県が決定した江津高校と江津工業高校の統合についても総
務民生委員会で十分対応できると考える。
総務民生委員会以外の所管についても、会議規則で「委員会は
審査または調査のため必要があると認めるときは、分科会または
小委員会を設けることができる」と規定されており、対応は十分可
能と考え反対。

反対 河野 正行
市内県立高校の再編は、本市のまちづくりに大きく関わることから、
その調査研究をするため提案されるもの。議会は、市民の多様な意
見や専門的知見を政策に反映させることができる。県立高校再編と
いう大きな機会に対して、議会としての機能を最大限に発揮し、市民
に開かれた議会の実現および市民参加のまちづくりを推進するため
に、常任委員会の所管を越えて、特定の課題を集中的に審議するこ
とができる特別委員会の設置が最善の手段であると考え賛成。

賛成 植田 圭介
否決

令和５年度 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定第2号

被保険者世帯の72.4％が保険料軽減を受けており、被保険者
の経済的窮状が表れているが、そういった貧困世帯について状
況を把握しておらず、行政として福祉の精神に欠ける。また、病気
予防のがん検診受診率は令和4年度比で軒並み低下しており、
保険給付費抑制の取り組みが不十分で、結果として令和6年度
の保険料値上げにつながったため決算認定には反対。

反対 多田 伸治
給付などの事務や、健康づくりのための事業、委託事業では江津
健康ダイヤルなどがあり、啓発活動で各種リーフレットなどを使
用、検診事業では、受診率を上げる努力もきめこまやかに行っ
た。受診率は個別に受診している方もおり、カウントできず数字と
して反映されないが、企業に対しても職域保健部会など機会ある
ごとに健康について啓発活動をされたので賛成。

賛成 鍛治 恵巳子
認定

令和５年度 後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定第4号

後期高齢者医療事業では、被保険者の68.6％が保険料軽減の
対象で、深刻な高齢者の貧困が続いているが、その状況を把握
できるにも関わらず、相談がなければ対応しないという冷淡な態
度となっている。また、令和6年度に保険料が値上げされたが、市
内の高齢者の現状を踏まえて、保険者である島根県後期高齢
者医療広域連合へ対応を求めることをしていない。住民に一番
近い行政としての責任を果たしていないため決算認定に反対。

反対 森川 佳英
本市の後期高齢者医療事業は島根県後期高齢者医療広域連
合が運営主体となり、本市は窓口業務を担当するなど役割分担し
ている。令和4年度と比較して大幅な差異がある経費は、総務管
理費の委託料で後期高齢者医療市町村システムの更新・保守な
どの経費で当初予算から計画されていたものであり、おおむね予
算通りの歳入・歳出となっている。また、均等割軽減についても
3401人に対応するなど、適正に執行されていることから賛成。

賛成 渡辺 信明
認定

令和５年度 一般会計歳入歳出決算認定第１号

令和５年度の一般会計は、新型コロナウイルス感染症への対応や物価高騰対策を講じつつ、本市の最重要課題である人口減少対策
を推進するための施策をはじめ、地域医療対策や「スマートシティ江津推進構想」に基づくDXの推進に重点を置き編成をされたもの。
決算審査では、現地調査や資料での説明を受け、それぞれの事業は目的達成のため、いずれも適切に執行されたので賛成。

寺前 克宏賛成

総額190億円の決算だが、不用額が6億5066万円に上り、監査
委員からも指摘があるように、適正かつ効率的な執行が求めら
れる。また、基金は60億6640万円で、6億483万円の黒字であ
り、貧困世帯や子育て世帯・高齢者などの住民サービスや市内
経済・農業の振興へ行き渡らせるべきだった。行政サービスを向
上させる必要があったため決算認定に反対。

反対 森川 佳英
貧困世帯の状況を把握しておらず、「福祉の増進」への認識が希薄。
生活交通での取り組みが不十分。民生委員の負担軽減が進んでい
ない。地域医療対策に5億4168万円も投入しているのに、医師・看
護師の離職に歯止めをかけられない。中学生が求める道路照明の
新規設置がない。住宅耐震改修が全く進んでいない。危険空き家対
策は予算が足りていない。6億483万円に上る黒字があるなら、市民
が豊かになる施策へ再配分すべきであり決算認定には反対。 
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※１ 可否同数により議長裁決（地方自治法第116条第１項）  
※２ 継続審査分  
※３ 地方自治法第117条により除斥  
※４ 議長職は表決権なし  
※５ 地方自治法第106条第1項により議長の職務を行う
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後任委員が決定していなかった「地域医療対策特別委員会」の
委員が決まりました。
委 員 長 副委員長山根 兼三郎 植田　圭介
委 員 河野　正行　　多田　伸治　　坂手　洋介　　渡辺　信明
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認定第3号
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請願第2号

陳情第2号
議案第53号

意見第5号

意見第6号
発議第1号
発議第2号

森
元
　 

健
二

植
田
　
圭
介

渡
辺
　
信
明

坂
田
　
優
美

寺
前
　
克
宏

下
谷
　
忠
広

坂
手
　
洋
介

植
田
　
好
雄

鍛
治 

恵
巳
子

多
田
　
伸
治

山
根 

兼
三
郎

森
川
　
佳
英

森
脇
　
悦
朗

石
橋 
孝
義

河
野
　
正
行

藤
間
　
義
明

教育委員会委員の任命について
人権擁護委員候補者の推薦について
専決処分報告について
工事請負契約の締結について
工事請負契約の締結について
江津市行政手続等における情報通信の技術の利用に関
する条例の一部を改正する条例制定について
江津市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定
について
江津市子ども医療費助成条例の一部を改正する条例制
定について
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定に
ついて
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について
江津市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定につ
いて
江津市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定に
ついて
島根県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協
議について
令和6年度島根県江津市一般会計補正予算（第3号）を
定めることについて
令和6年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第1号）を定めることについて
令和6年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別
会計補正予算（第1号）を定めることについて
令和6年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第1号）を定めることについて
令和6年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第1
号）を定めることについて
令和6年度島根県江津市下水道事業会計補正予算（第1
号）を定めることについて
財産の取得について
令和5年度島根県江津市一般会計歳入歳出決算の認定
について
令和5年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計歳
入歳出決算の認定について
令和5年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別
会計歳入歳出決算の認定について
令和5年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算の認定について
令和5年度島根県江津市水道事業会計決算の認定につ
いて
令和5年度島根県江津市下水道事業会計決算の認定に
ついて
訪問介護の基本報酬引き下げ撤回等と、介護報酬引き
上げの再改定を早急に行うことを求める意見書提出に関
する請願※２
地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について
の請願
「ごうつ地域応援券」第４回目の実施に関する陳情
特別委員会の設置について
訪問介護の基本報酬引き下げ撤回等と、介護報酬引き
上げの再改定を早急に行うことを求める意見書の提出に
ついて
地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について
議長不信任決議案
副議長不信任決議案
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※１ 可否同数により議長裁決（地方自治法第116条第１項）  
※２ 継続審査分  
※３ 地方自治法第117条により除斥  
※４ 議長職は表決権なし  
※５ 地方自治法第106条第1項により議長の職務を行う

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問は江津市議会公式YouTubeチャンネルに
動画を掲載しています。各議員の顔写真の右下の二
次元コードからも動画の閲覧ができます。 

　また、一般質問の全ての議事録は市のホームページの
「市議会」→「会議録検索」からも見ることができます。  
(ただし掲載は次期定例会の前になります)

Q
．活
動
は
や
れ
ば
際
限
が
な
く
、線
引

き
が
難
し
く
、活
動
範
囲
も
広
が
っ

て
い
る
。負
担
軽
減
に
、活
動
範
囲

の
見
直
し
も
必
要
で
は
な
い
か
。

A
．一
律
の
線
引
き
は
難
し
い
。熱
心
な

活
動
で
市
行
政
へ
多
大
な
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
。困
難
な
問
題
は

一
人
で
抱
え
ず
、他
委
員
の
助
言
、

行
政
や
福
祉
機
関
に
相
談
す
る
な

ど
、過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
．会
議
や
委
員
間
の
情
報
共
有
に
オ

ン
ラ
イ
ン
化
も
今
後
検
討
す
る
べ

き
で
は
。

A
．委
員
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、業
務
負

担
の
軽
減
や
担
い
手
確
保
に
有
効

で
あ
れ
ば
検
討
対
象
と
し
た
い
。

【
平
和
行
政
に
つ
い
て
】

Q
．広
島
・
長
崎
の
被
爆
樹
木
の
植
樹

に
つ
い
て
の
検
討
結
果
は
。

Q
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
費
の

増
額
が
必
要
で
は
な
い
か

A
国
の
基
準
は
令
和
３
年
度
に
改
定

市
は
条
例
に
よ
り
定
め
て
い
る

植田 好雄
うえ　だ　　よし  お

江津市議会
公式ＹｏｕＴｕｂｅ

チャンネル

市内の瓦事業者

A
．庁
舎
敷
地
内
を
検
討
し
た
が
、維

持
管
理
が
困
難
で
、他
施
設
な
ど

か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
調
整
を
図

り
た
い
。

Q
．市
内
25
カ
所
の
忠
魂
碑
を
、１
カ

所
に
ま
と
め
た「
平
和
の
礎
」建

立
の
検
討
を
。

A
．統
合
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
は
な

い
。行
政
の
関
与
は
難
し
い
。

【
瓦
産
業
の
統
合
問
題
】

Q
．県
と
連
携
し
た
支
援
を
。

A
．県
・
大
田
市
・
浜
田
市
と
連
携
し
、

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、必
要
な

支
援
策
は
協
議
す
る
。

後任委員が決定していなかった「地域医療対策特別委員会」の
委員が決まりました。
委 員 長 副委員長山根 兼三郎 植田　圭介
委 員 河野　正行　　多田　伸治　　坂手　洋介　　渡辺　信明

○：賛成　  ●：反対　  △：欠席

議
長
職
は
表
決
権
な
し ※

４
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教育委員会委員の任命について
人権擁護委員候補者の推薦について
専決処分報告について
工事請負契約の締結について
工事請負契約の締結について
江津市行政手続等における情報通信の技術の利用に関
する条例の一部を改正する条例制定について
江津市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定
について
江津市子ども医療費助成条例の一部を改正する条例制
定について
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定に
ついて
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について
江津市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定につ
いて
江津市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定に
ついて
島根県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協
議について
令和6年度島根県江津市一般会計補正予算（第3号）を
定めることについて
令和6年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第1号）を定めることについて
令和6年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別
会計補正予算（第1号）を定めることについて
令和6年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第1号）を定めることについて
令和6年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第1
号）を定めることについて
令和6年度島根県江津市下水道事業会計補正予算（第1
号）を定めることについて
財産の取得について
令和5年度島根県江津市一般会計歳入歳出決算の認定
について
令和5年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計歳
入歳出決算の認定について
令和5年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別
会計歳入歳出決算の認定について
令和5年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算の認定について
令和5年度島根県江津市水道事業会計決算の認定につ
いて
令和5年度島根県江津市下水道事業会計決算の認定に
ついて
訪問介護の基本報酬引き下げ撤回等と、介護報酬引き
上げの再改定を早急に行うことを求める意見書提出に関
する請願※２
地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について
の請願
「ごうつ地域応援券」第４回目の実施に関する陳情
特別委員会の設置について
訪問介護の基本報酬引き下げ撤回等と、介護報酬引き
上げの再改定を早急に行うことを求める意見書の提出に
ついて
地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について
議長不信任決議案
副議長不信任決議案
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Q
．３
月
に「『
江
津
市
建
築
物
耐
震
改

修
促
進
計
画
』は
、令
和
７
年
度

末
で
の
住
宅
耐
震
化
率
の
目
標
を

90
％
と
し
て
い
る
が
、達
成
で
き

る
の
か
」と
問
う
と「
目
標
に
向

け
促
進
は
す
る
。達
成
で
き
な

か
っ
た
か
ら
、ど
う
こ
う
と
い
う

と
こ
ろ
で
は
な
い
」と
の
答
弁

だ
っ
た
。本
市
策
定
の
各
計
画
は
、

そ
の
程
度
の
も
の
な
の
か
。

A
．各
計
画
は
達
成
が
前
提
。目
的
達

成
へ
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Q
．令
和
７
年
度
末
の
住
宅
耐
震
化
率

の
見
込
み
は
。

A
．約
75
％
。

Q
．過
去
の
質
問
で
助
成
拡
大
を
求
め

る
と
否
定
さ
れ
た
が
、あ
と
１
年
半

で
ど
う
目
標
を
達
成
す
る
の
か
。

A
．助
成
見
直
し
や
啓
発
に
努
め
る
。

Q
．『
江
の
川
中
下
流
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
』で
は
、各
地
域
で
生
活
・
生

業
・
ま
ち
づ
く
り
の
地
区
図
面
を

作
成
す
る
と
さ
れ
る
が
、作
成
し

た
の
か
。

A
．『
江
の
川
中
下
流
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
』に
掲
載
し
て
い
る
。

Q
．地
域
振
興
課
は
地
区
図
面
作
成
に

参
画
し
た
か
。

A
．し
て
い
な
い
。

Q
計
画
は
達
成
で
き
な
く
て
も「
ど
う

こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
」の
か

A
達
成
が
前
提
で
あ
り

目
標
達
成
へ
取
り
組
み
を
進
め
る

多田 伸治
地区図面はこの1枚のみ

Q
．東
高
浜
地
区
住
宅
市
街
地
総
合
整

備
事
業
で
は
、第
１
段
階
の
御
幸

通
線
の
拡
幅
整
備
を
行
っ
て
い
る

が
、第
２
段
階
で
道
路
整
備
を
行

う
地
域
か
ら
は「
雨
が
降
る
と
汚

水
が
床
下
に
流
れ
込
み
、衛
生
的

に
問
題
が
あ
る
た
め
排
水
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
」「
緊
急
車

両
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業

用
車
両
の
交
通
が
困
難
な
た
め
、

待
避
所
や
専
門
駐
車
場
を
設
け
て

ほ
し
い
」と
の
要
望
が
あ
る
。早

急
に
地
元
住
民
と
の
協
議
を
。

A
．令
和
３
年
２
月
以
降
、コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
対
面
で
の
会
議
は
開
催
し

て
い
な
い
。令
和
６
年
度
は
東
高

浜
地
区
住
環
境
整
備
事
業
推
進

協
議
会
を
開
催
し
、旧
市
民
会
館

の
跡
地
利
用
も
含
め
、今
後
の
整

備
を
協
議
す
る
。

Q
御
幸
通
線
拡
幅
整
備
の

進
捗
状
況
は

A
令
和
９
年
度
に
完
了
予
定

山根 兼三郎市道御幸通線（江津町）

【
東
部
地
域
の
振
興
】

Q
．市
東
部
で
は
、地
域
の
命
綱
と
も

い
え
る
出
生
数
や
児
童
生
徒
の
減

少
が
著
し
い
。ま
た
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
も
行
き
届
い
て
い
な

い
。政
策
の
推
進
や
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

A
．山
陰
道
開
通
の
影
響
な
ど
、喫
緊

の
課
題
へ
の
対
応
を
早
急
に
検
討

す
る
と
と
も
に
、当
該
政
策
を
含

め
た
各
種
分
野
や
テ
ー
マ
別
の
事

業
の
有
機
的
な
連
携
を
促
進
し
、

市
東
部
地
域
に
お
け
る
地
域
活

性
化
や
人
口
減
少
対
策
も
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
。

Q
．第
２
期
学
校
整
備
再
編
計
画
の
問

題
点
は
。

A
．現
状
、児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が

あ
る
ほ
か
、施
設
が
老
朽
化
し
、

安
全
な
教
育
環
境
の
確
保
が
難

し
い
。特
に
中
学
校
は
、生
徒
数

の
減
少
で
小
規
模
運
営
の
学
校

も
あ
り
、再
編
な
ど
の
検
討
が
必

要
。

Q
．郷
田
小
学
校
体
育
館
の
取
り
扱
い
は
。

A
．中
部
統
合
小
学
校
の
検
討
を
行

う
な
か
で
慎
重
な
対
応
が
必
要
。

老
朽
化
の
状
況
か
ら
、現
状
の
ま

ま
統
合
ま
で
使
用
継
続
は
困
難

で
、統
合
を
念
頭
に
置
き
、安
全

確
保
の
た
め
の
修
繕
を
行
い
、早

期
に
何
ら
か
の
改
修
を
行
う
。

【
猫
対
策
】

Q
．Ｔ
Ｎ
Ｒ（
地
域
猫
）に
つ
い
て
の
研

修
に
、本
市
で
も
参
加
を
。

A
．保
健
所
が
行
う
も
の
な
ど
、あ
れ

ば
出
席
を
検
討
す
る
。

Q
．県
が
行
う
去
勢
手
術
の
助
成
制
度

の
周
知
と
、同
じ
保
健
所
管
内
の

浜
田
市
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
猫

の
去
勢
手
術
へ
の
助
成
を
。

A
．令
和
６
年
度
は
、県
が
助
成
制
度

の
規
模
を
令
和
５
年
度
よ
り
拡

大
し
て
継
続
実
施
予
定
。そ
れ
を

踏
ま
え
て
判
断
す
る
。

Q
人
口
減
の
な
か
学
校
整
備
再
編

基
本
計
画
を
ど
う
考
え
る
か

A
西
部
統
合
小
学
校
が
完
成
後

中
部
統
合
小
学
校
の
検
討
が
必
要

鍛治 恵巳子保護猫 ハナちゃん

Q
．全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
本
市
の
と
ら
え
方
は
。

A
．調
査
結
果
は
、現
時
点
で
の
児
童

生
徒
の
実
際
の
姿
で
あ
り
、同
時

に
学
校
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る

先
生
の
指
導
の
結
果
で
あ
る
と
と

ら
え
、今
後
の
指
導
改
善
に
生
か

す
必
要
が
あ
る
。本
市
で
は
教
科

に
関
す
る
調
査
は
も
ち
ろ
ん
、質

問
調
査
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
の

学
び
に
向
か
う
気
持
ち
や
環
境
、

自
己
有
用
感
な
ど
に
関
す
る
調

査
結
果
に
着
目
し
、子
ど
も
た
ち

の
学
力
を
広
く
と
ら
え
、総
合
的

に
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

Q
．「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

と
は
。

A
．変
化
の
激
し
い
社
会
に
な
っ
た
今
、

そ
の
よ
う
な
社
会
を
生
き
て
い
く

子
ど
も
た
ち
が
時
代
の
変
化
を

Q
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
育
て
て

い
く
か
共
通
認
識
を
持
つ
に
は

A
次
期
江
津
市
教
育
大
綱
を

確
実
に
周
知
し
た
い

森元 健二

前
向
き
に
と
ら
え
、主
体
的
に
課

題
に
向
か
い
、周
り
の
人
た
ち
と

協
働
し
な
が
ら
そ
れ
ら
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、学
校
で
の
学

び
が
人
生
や
社
会
の
あ
り
方
と

結
び
つ
け
ら
れ
、実
際
の
生
活
の

中
で
生
き
た
知
識
・
技
能
と
し
て

発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。学
校
で
は
学
ぶ
子
ど
も
た

ち
を
主
語
に
し
て
、学
習
す
べ
き

内
容
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
く

か
と
い
う
学
び
方
に
目
を
向
け
て

授
業
改
善
を
し
て
い
く
視
点
が
重

視
さ
れ
て
い
る
。

文部科学省
「主体的・対話的で深い学びの

視点からの授業改善」
やま   ね　　けん  ざぶ  ろう  もり もと　  けん　じ

   か　じ　　  え　 み　  こ た　 だ　　しん　じ
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Q
．３
月
に「『
江
津
市
建
築
物
耐
震
改

修
促
進
計
画
』は
、令
和
７
年
度

末
で
の
住
宅
耐
震
化
率
の
目
標
を

90
％
と
し
て
い
る
が
、達
成
で
き

る
の
か
」と
問
う
と「
目
標
に
向

け
促
進
は
す
る
。達
成
で
き
な

か
っ
た
か
ら
、ど
う
こ
う
と
い
う

と
こ
ろ
で
は
な
い
」と
の
答
弁

だ
っ
た
。本
市
策
定
の
各
計
画
は
、

そ
の
程
度
の
も
の
な
の
か
。

A
．各
計
画
は
達
成
が
前
提
。目
的
達

成
へ
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Q
．令
和
７
年
度
末
の
住
宅
耐
震
化
率

の
見
込
み
は
。

A
．約
75
％
。

Q
．過
去
の
質
問
で
助
成
拡
大
を
求
め

る
と
否
定
さ
れ
た
が
、あ
と
１
年
半

で
ど
う
目
標
を
達
成
す
る
の
か
。

A
．助
成
見
直
し
や
啓
発
に
努
め
る
。

Q
．『
江
の
川
中
下
流
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
』で
は
、各
地
域
で
生
活
・
生

業
・
ま
ち
づ
く
り
の
地
区
図
面
を

作
成
す
る
と
さ
れ
る
が
、作
成
し

た
の
か
。

A
．『
江
の
川
中
下
流
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
』に
掲
載
し
て
い
る
。

Q
．地
域
振
興
課
は
地
区
図
面
作
成
に

参
画
し
た
か
。

A
．し
て
い
な
い
。

Q
計
画
は
達
成
で
き
な
く
て
も「
ど
う

こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
」の
か

A
達
成
が
前
提
で
あ
り

目
標
達
成
へ
取
り
組
み
を
進
め
る

多田 伸治
地区図面はこの1枚のみ

Q
．東
高
浜
地
区
住
宅
市
街
地
総
合
整

備
事
業
で
は
、第
１
段
階
の
御
幸

通
線
の
拡
幅
整
備
を
行
っ
て
い
る

が
、第
２
段
階
で
道
路
整
備
を
行

う
地
域
か
ら
は「
雨
が
降
る
と
汚

水
が
床
下
に
流
れ
込
み
、衛
生
的

に
問
題
が
あ
る
た
め
排
水
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
」「
緊
急
車

両
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業

用
車
両
の
交
通
が
困
難
な
た
め
、

待
避
所
や
専
門
駐
車
場
を
設
け
て

ほ
し
い
」と
の
要
望
が
あ
る
。早

急
に
地
元
住
民
と
の
協
議
を
。

A
．令
和
３
年
２
月
以
降
、コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
対
面
で
の
会
議
は
開
催
し

て
い
な
い
。令
和
６
年
度
は
東
高

浜
地
区
住
環
境
整
備
事
業
推
進

協
議
会
を
開
催
し
、旧
市
民
会
館

の
跡
地
利
用
も
含
め
、今
後
の
整

備
を
協
議
す
る
。

Q
御
幸
通
線
拡
幅
整
備
の

進
捗
状
況
は

A
令
和
９
年
度
に
完
了
予
定

山根 兼三郎市道御幸通線（江津町）

【
東
部
地
域
の
振
興
】

Q
．市
東
部
で
は
、地
域
の
命
綱
と
も

い
え
る
出
生
数
や
児
童
生
徒
の
減

少
が
著
し
い
。ま
た
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
も
行
き
届
い
て
い
な

い
。政
策
の
推
進
や
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

A
．山
陰
道
開
通
の
影
響
な
ど
、喫
緊

の
課
題
へ
の
対
応
を
早
急
に
検
討

す
る
と
と
も
に
、当
該
政
策
を
含

め
た
各
種
分
野
や
テ
ー
マ
別
の
事

業
の
有
機
的
な
連
携
を
促
進
し
、

市
東
部
地
域
に
お
け
る
地
域
活

性
化
や
人
口
減
少
対
策
も
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
。

Q
．第
２
期
学
校
整
備
再
編
計
画
の
問

題
点
は
。

A
．現
状
、児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が

あ
る
ほ
か
、施
設
が
老
朽
化
し
、

安
全
な
教
育
環
境
の
確
保
が
難

し
い
。特
に
中
学
校
は
、生
徒
数

の
減
少
で
小
規
模
運
営
の
学
校

も
あ
り
、再
編
な
ど
の
検
討
が
必

要
。

Q
．郷
田
小
学
校
体
育
館
の
取
り
扱
い
は
。

A
．中
部
統
合
小
学
校
の
検
討
を
行

う
な
か
で
慎
重
な
対
応
が
必
要
。

老
朽
化
の
状
況
か
ら
、現
状
の
ま

ま
統
合
ま
で
使
用
継
続
は
困
難

で
、統
合
を
念
頭
に
置
き
、安
全

確
保
の
た
め
の
修
繕
を
行
い
、早

期
に
何
ら
か
の
改
修
を
行
う
。

【
猫
対
策
】

Q
．Ｔ
Ｎ
Ｒ（
地
域
猫
）に
つ
い
て
の
研

修
に
、本
市
で
も
参
加
を
。

A
．保
健
所
が
行
う
も
の
な
ど
、あ
れ

ば
出
席
を
検
討
す
る
。

Q
．県
が
行
う
去
勢
手
術
の
助
成
制
度

の
周
知
と
、同
じ
保
健
所
管
内
の

浜
田
市
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
猫

の
去
勢
手
術
へ
の
助
成
を
。

A
．令
和
６
年
度
は
、県
が
助
成
制
度

の
規
模
を
令
和
５
年
度
よ
り
拡

大
し
て
継
続
実
施
予
定
。そ
れ
を

踏
ま
え
て
判
断
す
る
。

Q
人
口
減
の
な
か
学
校
整
備
再
編

基
本
計
画
を
ど
う
考
え
る
か

A
西
部
統
合
小
学
校
が
完
成
後

中
部
統
合
小
学
校
の
検
討
が
必
要

鍛治 恵巳子保護猫 ハナちゃん

Q
．全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
本
市
の
と
ら
え
方
は
。

A
．調
査
結
果
は
、現
時
点
で
の
児
童

生
徒
の
実
際
の
姿
で
あ
り
、同
時

に
学
校
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る

先
生
の
指
導
の
結
果
で
あ
る
と
と

ら
え
、今
後
の
指
導
改
善
に
生
か

す
必
要
が
あ
る
。本
市
で
は
教
科

に
関
す
る
調
査
は
も
ち
ろ
ん
、質

問
調
査
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
の

学
び
に
向
か
う
気
持
ち
や
環
境
、

自
己
有
用
感
な
ど
に
関
す
る
調

査
結
果
に
着
目
し
、子
ど
も
た
ち

の
学
力
を
広
く
と
ら
え
、総
合
的

に
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

Q
．「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

と
は
。

A
．変
化
の
激
し
い
社
会
に
な
っ
た
今
、

そ
の
よ
う
な
社
会
を
生
き
て
い
く

子
ど
も
た
ち
が
時
代
の
変
化
を

Q
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
育
て
て

い
く
か
共
通
認
識
を
持
つ
に
は

A
次
期
江
津
市
教
育
大
綱
を

確
実
に
周
知
し
た
い

森元 健二

前
向
き
に
と
ら
え
、主
体
的
に
課

題
に
向
か
い
、周
り
の
人
た
ち
と

協
働
し
な
が
ら
そ
れ
ら
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、学
校
で
の
学

び
が
人
生
や
社
会
の
あ
り
方
と

結
び
つ
け
ら
れ
、実
際
の
生
活
の

中
で
生
き
た
知
識
・
技
能
と
し
て

発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。学
校
で
は
学
ぶ
子
ど
も
た

ち
を
主
語
に
し
て
、学
習
す
べ
き

内
容
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
く

か
と
い
う
学
び
方
に
目
を
向
け
て

授
業
改
善
を
し
て
い
く
視
点
が
重

視
さ
れ
て
い
る
。

文部科学省
「主体的・対話的で深い学びの

視点からの授業改善」
やま   ね　　けん  ざぶ  ろう  もり もと　  けん　じ

   か　じ　　  え　 み　  こ た　 だ　　しん　じ
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Q
．地
方
公
共
団
体
は
、書
店
に
限
ら

ず
、工
事
発
注
や
物
品
購
入
、役

務
調
達
な
ど
に
あ
た
っ
て
、地
場

企
業
を
守
り
、育
成
す
る
と
い
う

視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
．市
場
の
変
化
に
よ
っ
て
小
売
業
全

般
が
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
な

か
、工
夫
を
凝
ら
し
て
事
業
を
継

続
し
て
い
る
事
業
者
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

【
被
災
地
で
活
躍
す
る

　
　
　
　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
】

Q
．ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、停
電
断

水
時
も
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
最
大

１
５
０
０
回
使
用
で
き
、普
通
自

動
車
で
牽
引
可
能
な
ほ
か
、備
え

付
け
の
シ
ャ
ワ
ー
で
衛
生
を
維
持

で
き
る
。設
置
後
は
、注
水
・
く
み

取
り
に
よ
り
長
時
間
稼
働
で
き
る

が
評
価
は
。

A
．衛
生
面
や
使
い
勝
手
、快
適
性
な

Q
「
ま
ち
の
書
店
」の
現
状
に
つ
い
て
の

認
識
は

A
書
店
に
限
ら
ず
多
く
の
小
売
店
が

様
々
な
工
夫
や
努
力
を
し
て
い
る

寺前 克宏本を読もう

Q
．持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
制
の
構

築
に
は
、運
転
手
の
処
遇
改
善
も

必
要
と
考
え
る
が
、認
識
は
。

A
．公
共
交
通
の
人
材
確
保
対
策
を

進
め
る
う
え
で
、運
転
手
の
処
遇

改
善
は
不
可
欠
な
要
素
の
一
つ
と

認
識
。

Q
．現
在
の
補
助
金
は
処
遇
改
善
に
ど

れ
く
ら
い
使
用
さ
れ
て
い
る
か
。

A
．江
津
市
バ
ス
運
行
対
策
補
助
金

が
あ
る
が
、運
転
手
の
処
遇
改
善

へ
の
金
額
は
確
認
が
難
し
い
。

Q
．運
転
手
へ
直
接
給
付
な
ど
の
補
助

金
の
新
設
は
で
き
な
い
か
。

A
．本
市
独
自
に
新
設
は
考
え
て
い
な

い
。現
在
、県
や
近
隣
自
治
体
と

協
議
の
場
を
設
け
て
い
る
。他
自

治
体
と
の
連
携
の
中
で
施
策
の
方

向
性
を
包
括
的
に
検
討
す
る
。

【
第
４
次
江
津
市
保
健
福
祉
総
合
計
画
】

Q
．本
市
が
目
指
す
地
域
共
生
社
会
と
は
。

A
．全
て
の
人
々
が
地
域
・
暮
ら
し
・

生
き
が
い
を
共
に
つ
く
り
、高
め

あ
う
こ
と
の
で
き
る
社
会
。

Q
．重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
状

況
は
。

A
．令
和
６
年
度
か
ら
開
始
し
た
。定

期
的
に
庁
内
関
係
課
で
情
報
共

有
し
て
い
る
。

Q
江
津
市
が
目
指
す

公
共
交
通
の
将
来
像
は

A
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う

公
共
交
通
を
目
指
し
て
い
る

植田 圭介
うえ   だ　　けい すけ

JR江津駅前

ど
優
れ
て
い
る
。ま
た
、普
段
使
い

だ
け
で
な
く
停
電
時
も
使
用
で

き
、災
害
時
に
は
移
動
も
可
能
な

の
で
、付
加
価
値
が
高
い
。

Q
．平
常
時
は
郷
田
小
学
校
の
ト
イ
レ

と
し
て
使
用
が
考
え
ら
れ
る
。有
利

な
国
の
財
源
の
期
限
が
迫
っ
て
お

り
、早
急
に
検
討
し
導
入
し
て
は
。

A
．本
市
が
所
有
す
れ
ば
、財
政
負
担

が
発
生
す
る
。財
源
活
用
で
導
入

費
用
は
抑
え
ら
れ
る
が
、課
題
も

あ
る
た
め
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

Q
．高
齢
者
が
聴
覚
補
助
器
を
適
切
に

選
択
で
き
る
環
境
の
整
備
を
。

A
．環
境
整
備
を
考
え
る
う
え
で
は
、

聞
こ
え
に
く
さ
を
感
じ
た
ら
、ま

ず
は
受
診
す
る
と
い
っ
た
認
識
を

高
め
る
啓
発
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
市
役
所
な
ど
を
会
場
に
、定

期
的
に
事
業
者
に
よ
る
相
談
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

Q
．軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
市
役
所
窓

口
に
設
置
し
て
必
要
な
人
に
使
っ

て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

A
．提
案
の
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
含

め
て
、本
市
の
状
況
に
あ
う
機
器

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た
社
会
】

Q
．認
知
症
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
強
化
を
。

A
．認
知
症
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、新

た
な
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

認
知
症
の
人
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、幅
広
い
年
齢
層
に
お
い
て
理

解
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Q
．認
知
症
ケ
ア
技
法『
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
』の
普
及
を
。

A
．介
護
現
場
か
ら
取
り
入
れ
た
い
と

の
要
望
が
あ
れ
ば
、講
習
会
の
企

画
な
ど
も
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
補
聴
器
購
入
の
費
用
を
助
成
す
る

制
度
創
設
を

A
全
国
市
長
会
に
お
い
て

国
へ
制
度
創
設
を
提
言
し
て
い
る

下谷 忠広軟骨伝導イヤホン
しも たに　 ただ  ひろ

てら まえ　 かつ  ひろ

Q
．「
福
祉
の
増
進
」と
し
て
国
保
料
引

き
下
げ
を
。

A
．国
保
料
収
入
と
島
根
県
へ
支
払

う
納
付
金
を
差
し
引
き
し
、国
保

料
収
入
が
余
れ
ば
、国
保
料
を
引

き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
の

た
め
に
は
、県
へ
の
納
付
金
を
下

げ
る
必
要
が
あ
る
。県
へ
の
納
付

金
額
は
、本
市
で
の
被
保
険
者
数

や
被
保
険
者
に
か
か
る
医
療
給

付
費（
保
険
で
賄
わ
れ
る
医
療

費
）に
よ
っ
て
決
ま
る
。被
保
険

者
数
の
減
少
や
医
療
給
付
費
の

高
止
ま
り
で
、納
付
金
は
非
常
に

下
が
り
に
く
い
状
況
。メ
タ
ボ
健

診
の
受
診
な
ど
、病
気
予
防
の
た

め
の
保
健
事
業
へ
、被
保
険
者
に

協
力
し
て
も
ら
い
、医
療
給
付
費

低
減
を
図
る
こ
と
が
、国
保
料
引

き
下
げ
に
つ
な
が
る
。

Q
国
に
支
援
求
め
、基
金
活
用
や
一
般

会
計
繰
り
入
れ
で
国
保
料
値
下
げ
を

A
国
の
方
針
や
本
市
の

財
政
状
況
か
ら
困
難

森川 佳英

Q
．国
に
国
保
へ
の
支
出
を
増
や
す
よ

う
要
請
す
べ
き
だ
し
、国
保
の
基

金（
行
政
の
貯
金
）取
り
崩
し
や

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
で

き
る
。国
保
料
算
定
で
の
均
等
割

（
世
帯
の
人
数
に
よ
り
上
乗
せ
す

る
金
額
）の
廃
止
や
市
独
自
の
減

免
制
度
の
創
設
を
。

A
．国
が
、将
来
的
に
保
険
料
率
を
統

一
す
る
と
し
て
お
り
、本
市
独
自

の
支
援
は
困
難
。ま
た
、本
市
の

国
保
基
金
の
残
高
は
令
和
５
年

度
末
で
約
２
億
３
０
０
０
万
円

と
、国
保
運
営
と
し
て
は
潤
沢
で

は
な
い
。

もり かわ　  よし  ひで家族幸せの要は社会保障
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Q
．地
方
公
共
団
体
は
、書
店
に
限
ら

ず
、工
事
発
注
や
物
品
購
入
、役

務
調
達
な
ど
に
あ
た
っ
て
、地
場

企
業
を
守
り
、育
成
す
る
と
い
う

視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
．市
場
の
変
化
に
よ
っ
て
小
売
業
全

般
が
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
な

か
、工
夫
を
凝
ら
し
て
事
業
を
継

続
し
て
い
る
事
業
者
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

【
被
災
地
で
活
躍
す
る

　
　
　
　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
】

Q
．ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、停
電
断

水
時
も
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
最
大

１
５
０
０
回
使
用
で
き
、普
通
自

動
車
で
牽
引
可
能
な
ほ
か
、備
え

付
け
の
シ
ャ
ワ
ー
で
衛
生
を
維
持

で
き
る
。設
置
後
は
、注
水
・
く
み

取
り
に
よ
り
長
時
間
稼
働
で
き
る

が
評
価
は
。

A
．衛
生
面
や
使
い
勝
手
、快
適
性
な

Q
「
ま
ち
の
書
店
」の
現
状
に
つ
い
て
の

認
識
は

A
書
店
に
限
ら
ず
多
く
の
小
売
店
が

様
々
な
工
夫
や
努
力
を
し
て
い
る

寺前 克宏本を読もう

Q
．持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
制
の
構

築
に
は
、運
転
手
の
処
遇
改
善
も

必
要
と
考
え
る
が
、認
識
は
。

A
．公
共
交
通
の
人
材
確
保
対
策
を

進
め
る
う
え
で
、運
転
手
の
処
遇

改
善
は
不
可
欠
な
要
素
の
一
つ
と

認
識
。

Q
．現
在
の
補
助
金
は
処
遇
改
善
に
ど

れ
く
ら
い
使
用
さ
れ
て
い
る
か
。

A
．江
津
市
バ
ス
運
行
対
策
補
助
金

が
あ
る
が
、運
転
手
の
処
遇
改
善

へ
の
金
額
は
確
認
が
難
し
い
。

Q
．運
転
手
へ
直
接
給
付
な
ど
の
補
助

金
の
新
設
は
で
き
な
い
か
。

A
．本
市
独
自
に
新
設
は
考
え
て
い
な

い
。現
在
、県
や
近
隣
自
治
体
と

協
議
の
場
を
設
け
て
い
る
。他
自

治
体
と
の
連
携
の
中
で
施
策
の
方

向
性
を
包
括
的
に
検
討
す
る
。

【
第
４
次
江
津
市
保
健
福
祉
総
合
計
画
】

Q
．本
市
が
目
指
す
地
域
共
生
社
会
と
は
。

A
．全
て
の
人
々
が
地
域
・
暮
ら
し
・

生
き
が
い
を
共
に
つ
く
り
、高
め

あ
う
こ
と
の
で
き
る
社
会
。

Q
．重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
状

況
は
。

A
．令
和
６
年
度
か
ら
開
始
し
た
。定

期
的
に
庁
内
関
係
課
で
情
報
共

有
し
て
い
る
。

Q
江
津
市
が
目
指
す

公
共
交
通
の
将
来
像
は

A
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う

公
共
交
通
を
目
指
し
て
い
る

植田 圭介
うえ   だ　　けい すけ

JR江津駅前

ど
優
れ
て
い
る
。ま
た
、普
段
使
い

だ
け
で
な
く
停
電
時
も
使
用
で

き
、災
害
時
に
は
移
動
も
可
能
な

の
で
、付
加
価
値
が
高
い
。

Q
．平
常
時
は
郷
田
小
学
校
の
ト
イ
レ

と
し
て
使
用
が
考
え
ら
れ
る
。有
利

な
国
の
財
源
の
期
限
が
迫
っ
て
お

り
、早
急
に
検
討
し
導
入
し
て
は
。

A
．本
市
が
所
有
す
れ
ば
、財
政
負
担

が
発
生
す
る
。財
源
活
用
で
導
入

費
用
は
抑
え
ら
れ
る
が
、課
題
も

あ
る
た
め
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

Q
．高
齢
者
が
聴
覚
補
助
器
を
適
切
に

選
択
で
き
る
環
境
の
整
備
を
。

A
．環
境
整
備
を
考
え
る
う
え
で
は
、

聞
こ
え
に
く
さ
を
感
じ
た
ら
、ま

ず
は
受
診
す
る
と
い
っ
た
認
識
を

高
め
る
啓
発
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
市
役
所
な
ど
を
会
場
に
、定

期
的
に
事
業
者
に
よ
る
相
談
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

Q
．軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
市
役
所
窓

口
に
設
置
し
て
必
要
な
人
に
使
っ

て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

A
．提
案
の
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
含

め
て
、本
市
の
状
況
に
あ
う
機
器

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た
社
会
】

Q
．認
知
症
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
強
化
を
。

A
．認
知
症
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、新

た
な
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

認
知
症
の
人
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、幅
広
い
年
齢
層
に
お
い
て
理

解
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Q
．認
知
症
ケ
ア
技
法『
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
』の
普
及
を
。

A
．介
護
現
場
か
ら
取
り
入
れ
た
い
と

の
要
望
が
あ
れ
ば
、講
習
会
の
企

画
な
ど
も
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
補
聴
器
購
入
の
費
用
を
助
成
す
る

制
度
創
設
を

A
全
国
市
長
会
に
お
い
て

国
へ
制
度
創
設
を
提
言
し
て
い
る

下谷 忠広軟骨伝導イヤホン
しも たに　 ただ  ひろ

てら まえ　 かつ  ひろ

Q
．「
福
祉
の
増
進
」と
し
て
国
保
料
引

き
下
げ
を
。

A
．国
保
料
収
入
と
島
根
県
へ
支
払

う
納
付
金
を
差
し
引
き
し
、国
保

料
収
入
が
余
れ
ば
、国
保
料
を
引

き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
の

た
め
に
は
、県
へ
の
納
付
金
を
下

げ
る
必
要
が
あ
る
。県
へ
の
納
付

金
額
は
、本
市
で
の
被
保
険
者
数

や
被
保
険
者
に
か
か
る
医
療
給

付
費（
保
険
で
賄
わ
れ
る
医
療

費
）に
よ
っ
て
決
ま
る
。被
保
険

者
数
の
減
少
や
医
療
給
付
費
の

高
止
ま
り
で
、納
付
金
は
非
常
に

下
が
り
に
く
い
状
況
。メ
タ
ボ
健

診
の
受
診
な
ど
、病
気
予
防
の
た

め
の
保
健
事
業
へ
、被
保
険
者
に

協
力
し
て
も
ら
い
、医
療
給
付
費

低
減
を
図
る
こ
と
が
、国
保
料
引

き
下
げ
に
つ
な
が
る
。

Q
国
に
支
援
求
め
、基
金
活
用
や
一
般

会
計
繰
り
入
れ
で
国
保
料
値
下
げ
を

A
国
の
方
針
や
本
市
の

財
政
状
況
か
ら
困
難

森川 佳英

Q
．国
に
国
保
へ
の
支
出
を
増
や
す
よ

う
要
請
す
べ
き
だ
し
、国
保
の
基

金（
行
政
の
貯
金
）取
り
崩
し
や

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
で

き
る
。国
保
料
算
定
で
の
均
等
割

（
世
帯
の
人
数
に
よ
り
上
乗
せ
す

る
金
額
）の
廃
止
や
市
独
自
の
減

免
制
度
の
創
設
を
。

A
．国
が
、将
来
的
に
保
険
料
率
を
統

一
す
る
と
し
て
お
り
、本
市
独
自

の
支
援
は
困
難
。ま
た
、本
市
の

国
保
基
金
の
残
高
は
令
和
５
年

度
末
で
約
２
億
３
０
０
０
万
円

と
、国
保
運
営
と
し
て
は
潤
沢
で

は
な
い
。

もり かわ　  よし  ひで家族幸せの要は社会保障
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航空機部品とジルコニア触媒の
世界シェア№１を訪問

　８月19日、市内経済の調査として、江津工業団地
の【Blue Sky Frontier株式会社】と【第一稀元素化
学工業 株式会社】への現地視察を行いました。工場
内では工程に沿って原材料や機械の説明を受け、そ
の後研修室に移動して、会社概要・経営状況・地元
雇用の現状について質疑応答を行いました。『世界
に誇れる技術がここ江津市にある事を皆さんにも
知っていただきたい！』
　建設経済委員会では、調査をもとに、市長への政
策提言を検討します。

江津東小学校プールを調査
　7月22日、老朽化に伴い、令和6年度から水泳の授
業を市民プールで行うこととなった江津東小学校で
総務民生委員会の現地調査を行いました。他に「仮
称西部統合小学校」について教育委員会から説明
がありました。

江の川の治水対策を視察
　７月１９日、江の川流域治水対策特別委員会を開催
し、江の川治水対策の状況について本市事業推進課
および江の川流域治水推進室より説明を受けました。
　その後、５カ所（松川町森原、川越渡田・和田、谷住
郷大口、川平町田野）の現地調査を行い、現在の進
捗状況を確認しました。
　今年の出水期も終了しましたが、議会でも、引き続
き治水対策について調査していきます。

Q
．年
々
増
加
す
る
認
知
症
。早
期
発

見
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
は
。

A
．介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高
齢

者
を
対
象
に『
げ
ん
き
確
認
シ
ー

ト
』を
送
付
。７
割
の
回
答
が
あ

り
、結
果
に
応
じ
て
適
宜
ア
ド
バ

イ
ス
を
実
施
し
、必
要
な
支
援
に

繋
げ
て
い
る
。

【
指
定
暑
熱
避
難
施
設
】

Q
．熱
中
症
は
重
度
に
な
る
と
意
識
障

害
が
生
じ
、生
死
に
か
か
わ
る
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
出
た
回

数
は
。

A
．県
単
位
で
の
発
表
だ
が
、令
和
３

年
度
が
13
回
、令
和
４
年
度
が
21

回
、令
和
５
年
度
が
31
回
、令
和

６
年
度
は
８
月
末
日
時
点
で
34

回
と
年
々
増
加
。

Q
．本
市
で
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
の
設
置
予
定
は
。

Q
「
９
月
は
認
知
症
月
間
」

認
知
症
対
策
へ
の
取
り
組
み
は

A
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

中
心
と
な
り
生
活
状
況
な
ど
を
把
握

坂田 優美
さか  た　　ゆう　み

江津市認知症サポーターの証

A
．７
月
30
日
に
市
役
所
本
庁
舎
と

桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
を
指
定
し
た
。

追
加
指
定
は
様
子
を
見
て
判
断
。

【
県
立
高
校
２
校
の
統
合
】

Q
．進
捗
状
況
や
情
報
取
得
の
手
段
は
。

A
．県
が
新
設
校
開
校
準
備
委
員
会

を
設
置
し
、協
議
が
重
ね
ら
れ
て

い
る
が
内
容
は
非
公
開
。島
根
県

教
育
委
員
会
が「
江
津
地
域
の
今

後
の
県
立
高
校
の
在
り
方
に
つ
い

て
」と
い
う
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
順
次

公
開
中
。そ
ち
ら
か
ら
情
報
取
得

が
可
能
。

意見書を提出しました

　厚生労働省は訪問介護事業の基本報酬引き下げの理由として、訪問介護の利益率が他の介護サービス
より高いことをあげているが、これはヘルパーが効率的に訪問できる高齢者の集合住宅併設型や都市部の
大手事業所が利益率の「平均値」を引き上げており、実態からかけ離れている。中山間地域においては
サービス対象者が点在して移動時間がかかることから利益率は極めて低い、あるいはマイナスとなってい
るのが実態である。
　また、訪問介護は特に人手不足が深刻であり、国庫負担割合の引き上げによる財源確保で介護報酬を
引き上げ、介護人材の確保を図るべきである。よって、下記の内容を政府に求める。

1． 訪問介護事業の基本報酬引き下げを撤回し、移動時間（あるいは距離）に応じた引き上げを行うこと

2． 国庫負担割合の引き上げで財源を確保し、介護労働者の大幅な処遇改善ができるよう介護報酬全体
を引き上げる再改定を早期に行うこと

訪問介護事業の基本報酬引き下げを撤回し、
移動時間（あるいは距離）に応じた引き上げを行うとともに、

国庫負担割合の引き上げを財源とした介護報酬引き上げの再改定を
早急に行うことを求める意見書（要旨）

お詫び
「市議会だより№160」のP.15「政治倫理審査会を開催しました」において「１月１５日に審査会
が設置されました。」は「１月３０日に審査会が設置されました。」の誤りですので、訂正し、お詫
びいたします。

意見書を提出しました

　地方公共団体は、少子化・高齢化に伴う社会保障制度の整備・子育て施策・地域活性化対策・感染症
対策・DX化・脱炭素化・物価高騰対策など、多岐にわたり新たな役割が求められており、より積極的な財
源確保が求められる。そのため、令和7年度政府予算または地方財政の検討にあたっては、日本全体として
求められている賃上げ基調に相応する人件費の確保も含め、地方財政の充実・強化を求める。

地方財政の充実・強化を求める意見書（要旨）

江の川祭に参加
　8月16日、夏の一大イベント「江の川祭」が開催さ
れました。
本年は江津市合併２０周年・市制施行７０周年の記
念大会でした。この度は全員参加となりませんでした
が、議員クラブ有志１４人で元気に江津市音頭パレー
ドに参加しました。
　ステージイベン
ト・モザイクアー
ト・石見神楽など
が行われ、河川敷
では灯篭流し、周
年 記 念 花 火 は
7020発打ち上げ
られました。
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航空機部品とジルコニア触媒の
世界シェア№１を訪問

　８月19日、市内経済の調査として、江津工業団地
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学工業 株式会社】への現地視察を行いました。工場
内では工程に沿って原材料や機械の説明を受け、そ
の後研修室に移動して、会社概要・経営状況・地元
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　建設経済委員会では、調査をもとに、市長への政
策提言を検討します。

江津東小学校プールを調査
　7月22日、老朽化に伴い、令和6年度から水泳の授
業を市民プールで行うこととなった江津東小学校で
総務民生委員会の現地調査を行いました。他に「仮
称西部統合小学校」について教育委員会から説明
がありました。

江の川の治水対策を視察
　７月１９日、江の川流域治水対策特別委員会を開催
し、江の川治水対策の状況について本市事業推進課
および江の川流域治水推進室より説明を受けました。
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郷大口、川平町田野）の現地調査を行い、現在の進
捗状況を確認しました。
　今年の出水期も終了しましたが、議会でも、引き続
き治水対策について調査していきます。

Q
．年
々
増
加
す
る
認
知
症
。早
期
発

見
に
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る
取
り
組
み
は
。

A
．介
護
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定
を
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て
い
な
い
高
齢

者
を
対
象
に『
げ
ん
き
確
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シ
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ト
』を
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の
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果
に
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適
宜
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バ
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ス
を
実
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し
、必
要
な
支
援
に

繋
げ
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る
。

【
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避
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設
】
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中
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は
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に
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る
と
意
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が
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に
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わ
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。
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中
症
警
戒
ア
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が
出
た
回
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13
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４
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が
21
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５
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月
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日
時
点
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34

回
と
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加
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Q
．本
市
で
の
ク
ー
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グ
シ
ェ
ル
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ー
の
設
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予
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Q
「
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症
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間
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認
知
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対
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へ
の
取
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は
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な
ど
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中
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と
な
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状
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ど
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A
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月
30
日
に
市
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所
本
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と
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江
総
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セ
ン
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ー
を
指
定
し
た
。

追
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指
定
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見
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高
校
２
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の
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や
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取
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の
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内
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立
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ｂ
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イ
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取
得

が
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　厚生労働省は訪問介護事業の基本報酬引き下げの理由として、訪問介護の利益率が他の介護サービス
より高いことをあげているが、これはヘルパーが効率的に訪問できる高齢者の集合住宅併設型や都市部の
大手事業所が利益率の「平均値」を引き上げており、実態からかけ離れている。中山間地域においては
サービス対象者が点在して移動時間がかかることから利益率は極めて低い、あるいはマイナスとなってい
るのが実態である。
　また、訪問介護は特に人手不足が深刻であり、国庫負担割合の引き上げによる財源確保で介護報酬を
引き上げ、介護人材の確保を図るべきである。よって、下記の内容を政府に求める。
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2． 国庫負担割合の引き上げで財源を確保し、介護労働者の大幅な処遇改善ができるよう介護報酬全体
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が設置されました。」は「１月３０日に審査会が設置されました。」の誤りですので、訂正し、お詫
びいたします。

意見書を提出しました

　地方公共団体は、少子化・高齢化に伴う社会保障制度の整備・子育て施策・地域活性化対策・感染症
対策・DX化・脱炭素化・物価高騰対策など、多岐にわたり新たな役割が求められており、より積極的な財
源確保が求められる。そのため、令和7年度政府予算または地方財政の検討にあたっては、日本全体として
求められている賃上げ基調に相応する人件費の確保も含め、地方財政の充実・強化を求める。

地方財政の充実・強化を求める意見書（要旨）

江の川祭に参加
　8月16日、夏の一大イベント「江の川祭」が開催さ
れました。
本年は江津市合併２０周年・市制施行７０周年の記
念大会でした。この度は全員参加となりませんでした
が、議員クラブ有志１４人で元気に江津市音頭パレー
ドに参加しました。
　ステージイベン
ト・モザイクアー
ト・石見神楽など
が行われ、河川敷
では灯篭流し、周
年 記 念 花 火 は
7020発打ち上げ
られました。
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編
集
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記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の

方
は
、
議
会
開
催
日
に
本

庁
舎
２
階
の
議
会
事
務
局

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
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請
願
・
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情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員
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委　　員

委　　員

委　　員

坂 田　優 美
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植 田　圭 介
坂 手　洋 介
鍛治  恵巳子
多 田　伸 治
山根  兼三郎

藤 間　義 明

市議会だより（令和6年11月1日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
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市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
の
委
員
で

「
議
会
だ
よ
り
」
研
修
へ
参
加
し
ま
し
た
。講
師

の
先
生
に
、
様
々
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
本
号

か
ら
一
般
質
問
に
お
い
て
、
質
問
者
の
氏
名
に

ふ
り
が
な
を
つ
け
、
タ
イ
ト
ル
も
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
に
変
更
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、
少
し
ず
つ
読
み
や
す
い
紙
面

に
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
８
月
16
日
に
「
江
の
川
祭
」
が
開
催
さ

れ
、
お
よ
そ
７
０
２
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩

り
ま
し
た
。こ
れ
は
、
市
政
施
行
70
周
年
・
江
津

市
合
併
20
周
年
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

議
員
ク
ラ
ブ
と
し
て
、14
人
が
江
津
市
音
頭
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。11
月
に
は
「
桜
江
い

き
い
き
祭
り
」や「
ご
う
つ
秋
ま
つ
り
」な
ど
が
開

催
さ
れ
ま
す
。皆
さ
ま
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
も
一
緒
に
江
津
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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信
明
）

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ

2024.11
No.161 明るく強く和やかな桜江中学校生（9/9撮影）

未稿

請
願
・
陳
情
締
切
／
11
月
22
日
正
午
ま
で

次
回
12
月
定
例
会 

　8月1日、市議会議長会議員研修会へ参加し
ました。
　高齢者医療のあり方について、検査の数値を現
役世代と同じ目標にするのではなく、ある程度太っ
ているくらいが病気になったときのリスク回避につ
ながるとされ、たくさん薬を飲ませて「あれはダメ、こ
れもダメ」ではなく、やりたいことできるようにするこ
とが、生活の質を向上させ医療費抑制につながる
との講演でした。

県内の市議会議員が集う
　8月22日、島根県市町村議会広報研修会を市議
会だより編集特別委員会の委員で参加しました。
　本市以外にも4市9町が参加し、各市町の議会広
報について講評をいただきました。
　その講評を受け、変更できるところから、第１６１号
では変更しています。具体的には、一般質問の質問者
に「ふりがな」をつけ、見出しをやわらかくしています。
　ご要望がありましたら最終ページの議会事務局ま
で連絡をお願いします。

議会だより研修を受けて

※開始時間は予定です。

情報交換会
9:30～

本会議
（一般質問）

委員会
（総務民生）

10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～ 9:30～

委員会
（建設経済）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

本会議

10:00～

議員連絡会

9:30～

11/24 25 26 27 28 29 30

12/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

日 月 火 水 木 金 土

本会議
14:00～

委員会
（議会運営）
9:30～

委員会
（議会運営）
15:00～

全員協議会
9:30～
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